
八州
はっしゅう

廻
まわ

りと義兄弟 

文化２年（1805）、関東農村の治安維持を目的に、関東
かんとう

取締
とりしまり

出役
しゅつやく

が置かれました。八州廻りとも呼ばれ、関東代官の手付

・手代から選ばれた８人が任命されました。関東の幕府領・藩

領・旗本領・寺社領の違いを問わず、自由に出入りする特権を

与えられ、博徒・無宿の捕縛に努めました。ただし、広大な関

東のすみずみまで廻村し、効果的な取締りを行うためには、現

地に精通した人物の案内が不可欠でした。そのため、博徒や無

宿が八州廻りの道案内として採用され、いわゆる「二足の草鞋

（にそくのわらじ）を履
は

く」者たちが登場します。 

上州博徒の国定村 忠
ちゅう

次郎
じ ろ う

（通称国定
くにさだ

忠
ちゅう

治
じ

、本名長岡忠次郎）

は、文化７年（1810）上野国佐位郡国定村（伊勢崎市国定町）に生

まれました。新田郡三ッ木村無宿文蔵らを代
だい

貸
がし

（補佐役）とし、

博徒の親分となります。勢多郡大前田村（前橋市）生まれの博

徒大前田栄五郎と兄弟の盃を交わしたともいわれ、栄五郎の縄

張であった百々
どうどう

村（伊勢崎市）を受け継いでいます。25 歳の天

保５年（1834）に、敵対する島村（伊勢崎市）の博徒伊三郎と

争い、伊三郎を殺害します。天保 13 年（1842）、関東取締出

役の道案内勘助を殺害すると、会津に逃走します。嘉永３年

（1850）、田部井村名主家において関東取締出役によって捕縛

され、一家の主要な子分も同じく捕縛されました。大戸関所を

破った罪により、大戸関所（吾妻郡東吾妻町大戸）に移送され、

磔の刑に処せられました。享年 41 歳でした。 


